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国立大学法人あるいは大学共同利用機関法人が次に掲げる事故により 、借用施設に財物損壊が 

生じた場合に借用施設についてその貸主（転貸人を含みます。）に対して法律上の賠償責任を負担する 

ことによって被る損害に対して保険金を お支払いし ます 。 

 

（１）火災 

（２）破裂または爆発 

（３）給排水設備に生じた事故に伴う漏水、放水または溢水による水濡れ 
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＜大学の管理・経営＞ 
 

１０．２２ 〇大学付属病院が労働基準監督署から医師らの長時間労働や未払い残業に関する是正勧告や指導を受

けていたことが判明。院内から未払い残業代の支払いを求める訴えがあり、労基署が２０２３年９月に立ち入

り検査に入った。長時間労働や未払い残業に関する調査、長時間労働者の産業医への報告体制の不備な

ど計１１項目の是正勧告と４項目の指導票の交付を受けた。病院の２０２４年度の「医師労働時間短縮計画」

によると、２０２２年度実績で年間の時間外・休日労働時間が２０００時間を超える医師が約３０診療科のうち

１１科におり、臨床研修医にもいた。過労死ラインである年９６０時間の倍以上にあたる。 

１０．２２ 〇大学で２０２０年４月から勤務していた上席研究員が不当な雇い止めにあったとして、地位確認などを求め

た訴訟で高裁は、原告側の訴えを認めて雇い止めを無効とする判決を言い渡した。上席研究員は１年ごとに

有期雇用契約を更新していたが、所属する研究センターの廃止を理由に２０２２年３月で雇い止めとなった。

原告側は当初から２０２３年４月以降は無期雇用となる契約だったと主張。判決では「契約更新が期待できる

合理的な理由がある」とし、雇い止めを有効とする大学の主張を退けた。 

１０．２９ 〇大学の元助教が産休・育休明けに降格を事実上強要され、後に雇い止めにあったほか、同じ研究室の上

司の教授からハラスメントを受けたとして、大学と教授に計約１１５０万円の損害賠償を求めて地裁に提訴。 

元助教は５年任期で採用されていたが、産休・育休明けに教授から１年更新の職種への切り替えを要求さ

れ、元助教は教授と３年雇用するとの覚書を交わし１年更新の博士研究員になったが、実際は１年で雇止め

となった。 

 
 

＜事件・事故＞ 
 

１０． ３ ３日正午すぎ、〇大学で研究室の一部を焼く火事があった。校舎の４階の研究室で「何かが燃えている」と大

学職員が消防に通報。火は約３０分後にほぼ消し止められたが、研究室の窓ガラスなどが焼けた。出火当

時、構内には５００人ほどの学生がいたが、全員グランドに避難した。ケガ人はいなかったが、午後の講義は

取りやめられた。警察などが出火原因を調べている。 
１０． ３ 〇大学の実験室で２００９年に起きた爆発事故で呼吸器疾患を患ったとして、当時の学生が大学などに約３

億円の損害賠償を求めた訴訟で、最高裁は大学側の上告を退け大学側の敗訴が決定した。元学生は講師

の指示を受け廃液の処理作業中に容器が爆発、発生した有毒ガスを吸い、閉塞性細気管支炎と診断され

た。一審の判決は事故と疾患の因果関係を認め、教育研究活動中の事故で「講師らは元学生の安全確保

に必要な措置を講じる義務があった」とし、大学に約１億５千万円の支払いを命じた。２０２５年２月の高裁の

判決もこれを支持していた。 

１０．１６ 今年９月、〇大学が管理するメールアドレスに「殺されてぇのか」「これ以上無視続けていると建物を爆破する

羽目になっちゃうけどいいのか？」といったメールを送信し、大学の業務を妨害したとして男が威力業務妨害

の疑いで逮捕。メールを受け大学では職員や学生の安全確保のため警備員を増員したほか、職員の巡回を

増やすなどの対応をとった。 

１０．２０ 

 

２０日午前１０時５０分ごろ、〇大学関係者から「２０代くらいの男性が倒れていて、呼吸をしていない」と１１９

番通報。救急隊が駆けつけたが、特別研究学生の死亡がその場で確認された。死因は酸素欠乏だった。大

学は２８日、記者会見をし、１９日に停電があり、室温上昇を防ぐためにドライアイスが使用されたが、特別研

究学生所属の研究室の学生らに周知されておらず、大学側も把握していなかったと明らかにした。 

１０．２０ 〇大学の非常勤講師が宿泊していたホテルの５階客室の窓を割って飛び降り、約１３メートル下の歩道を歩

いていた女性に接触した。２人は病院に搬送されたが、女性は胸や足の骨折などで全治３カ月の重傷、非常

勤講師は左肩を骨折するなどした。警察は、非常勤講師が自殺を図って女性を巻き添えにした過失傷害の

疑いもあるとみて調べている。 

１０．２３ ２３日午後１時５０分ごろ、〇大学工学部のキャンパスで「建物の一階部分から爆発音がして黒煙が上がって

いる」と学生から消防に通報があった。火はおよそ４０分後に消し止められたが、工学部工学科の実験室に

ある実験器具などおよそ５０平方メートルが焼けた。警察によると当時、室内には誰もおらず、エアコンの耐

久性の検査で機械を動かしていて、そこから火が出た可能性が高いとみて調べている。 

１０．２３ 〇大学の食堂で食中毒が発生し、市は、２日間の営業停止処分にしたと発表。保健所に１６日、市内の医療

機関から「入院中の患者からサルモネラ属菌が検出された」などと連絡があり、その後の検査で１０日と１２

日、または１３日のいずれかで食堂を利用、もしくは調理された弁当を食べた２０人のうち、１２人が腹痛や下

痢、発熱などの症状があり、便からはサルモネラ属菌が検出された。食堂は１８日から営業を自粛。 

１０．２４ 〇大学病院が２０１４年に内視鏡検査後に患者に対し治療が推奨されていたにも関わらず、治療が行われ

ず、１１年後の今年７月に発覚した医療事故があったと発表。２０１４年１１月、耳鼻咽喉・頭頚部外科で咽頭

部の治療を行う前の検査として、上部消化管の内視鏡検査を行ったところ偶然食道に腫瘤が見つかった。当

時、治療を行うよう推奨する検査報告書が担当医の手に渡っていたが、治療は行われなかった。患者は２０

１７年以降、来院していなかったが今年７月に別の疾患で再受診。過去の受診データなどから、腫瘤の治療

が行われていなかったことが判明した。治療を継続している。現在は予期しない重要な消火器内視鏡の所見
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が見つかった場合は、治療が行われているか確認・督促する仕組みが構築されている。 

１０．２８ 〇大学構内の外国人留学生の宿舎の近くで、学生が体長約１メートルのクマ１頭を目撃し警察に通報。大学

は安全確保のため、全ての学部で２８日午後の講義を臨時休講としていて、休講は２９日も続く予定。警察

は、まだ近くにクマがいるとみて警戒にあたるとともに、付近の住民に注意を呼びかけている。 

１０．３１ 〇大学に１０月３０日の夜、爆破予告のメールが届いていた。翌３１日に出勤した職員がメールに気づき、大

学側は３１日午後１時から授業を休講にし、キャンパス内の見回りをしている。大学は警察と連携し、警戒に

当たるとしている。 

 
 

＜入試等関連＞ 
  

１０．１０ 〇大学は、今年２月に行った一般入試の前期日程で「生物」の問題に出題ミスがあったと発表。県外の予備

校関係者から指摘を受け判明したもので、大学は関係する設問２問について生物を受験した２８２人全員を

正解とすることを決定。再度、合否判定を行ったところ、農学科で新たに４人が合格となった。このほか、農学

科に合格していた４人も志望度のより高いコースに合格することがわかった。新たな合格者４人の中にはす

でに他の大学に進学している人もいて、個別に連絡をとり、大学に入学するかどうか本人の意向に沿うよう

に対応する。大学は再発防止を図る検討委員会を設置する。 

１０．１０ 〇大学は、第２年次学士編入学試験で出題ミスがあったと発表。当該問題は問題文中に詳細な条件を提示

しておらず、条件によっては複数パターンの正解が生じることから不適切な出題と判明、受験生全員を正解

とした。受験生からの問い合わせでミスが判明。 

１０．３１ 〇大学の前期日程の「外国語」の試験で、正解となる選択肢の英単語の表記に誤りが見つかった。外部の

出版社からの指摘で判明。誤りが見つかった問題について、受験者全員を正解とする対応をとり、採点をや

り直したところ、新たに４人が合格となった。新たな合格者については、本人や保護者に謝罪と説明を行い、

入学を希望する場合は学修支援などを行うとしている。 

 
 
＜情報セキュリティ＞ 
 

１０． １ 〇大学は、不正アクセスによる個人情報流出について発表。教員２名のIDが不正に利用され、その時点でメ

ールサーバに保存されていたメールのインデックスが取得された可能性が判明した。流出した可能性がある

のは、過去にドメイン上にアカウントを有する、特定の教員A、Bにメール送信した１０８２名の差出人のメール

アドレス、氏名などの個人情報。大学は対象者に、個別にメールで連絡を行う。 

１０． ８ 〇大学は７日、英語外部試験の成績証明番号などを大学のWebサイトに一定期間、誤掲載していたと発表。

対象は、スコアを大学に直送した受験生の計３４１８件で、いずれも英語学位プログラムの入学試験に関連し

たもの。公開されていたのは、IELTSの成績証明番号とTOEFL iBTの予約番号の一覧。IELTSではこの番号

を使って受験生の氏名、生年月日、顔写真、スコア等の詳細を確認できる仕組みになっている。今回は番号

がWeb上に掲載されていたため、大学以外の認定機関からも情報が照会できた可能性がある。大学は、こ

れらの番号を通じて第三者機関が試験機関のサイトで成績情報を照会できる点を認識していなかった。９月

９日に、学内関係者からの指摘を受け掲載が発覚した。現在、当該ページは削除済みで、第三者による照

会・利用の形跡は確認されていない。 

１０．１０ 〇大学は、英語検定試験「TOEIC IP」の案内を学生にメールで一斉送信した際、誤って宛先として学生５６９

人分のローマ字表記の氏名と大学が発行した学生用アドレスを表示した状態で送ったと発表。誤送信が起

きたのは試験の業務を委託する大学消費生活協同組合が送った２件のメール。本来は受信者に他者のアド

レスを表示しない「BCC」欄に入力して送信するはずだったが、誤って全員が表示される「CC」欄で送った。大

学は学生に謝罪するとともに、メールの削除を依頼。今後、不正利用が疑われる事案が発生した場合の相

談窓口も案内した。 

１０．２２ 〇大学は、私鉄電車の出入り口ドア上部に掲示した大学の紙媒体の広告物に、何者かが無関係のサイトに

誘導する偽の二次元コード（QRコード）を貼り付ける事案があったことをX（旧ツイッター）などで明らかにした。

大学は「悪意がある可能性があり、二次元コードを見かけても読み込まないで」と呼びかけている。偽の二次

元コードに気づいた電車の利用者がXに状況を投稿。それを見た学内の関係者が大学側に報告して発覚し

た。大学は私鉄に連絡、私鉄が点検したところ、被害が確認された。大学は警察に状況を相談し、今後の対

応を検討している。 

 
 
＜ハラスメント＞ 
      

１０．２７ 〇大学は、教授が２０２３年から複数回にわたり、部下の非常勤教員に対して人格を否定するような内容のメ

ールを送ったり、時間外勤務の申請が実際には多いことを認識していながらも事実確認をせず、勤怠管理を

正しく行わなかったなど、パワハラをしたなどとして戒告処分。大学は再発防止策としてハラスメント相談窓口

に新たに外部からの相談員を１人配置する。 
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＜学生・教職員の不祥事＞ 
 

１０． １ 〇大学の教授が２０２５年４月、大学関係者の女性につきまとうなどの行為をし、警察から禁止命令を受けた

にも関わらず８月に、女性のスマホに「話をしたい」などメールを送りストーカー行為をしたとしてストーカー規

制法違反の疑いで逮捕。 

１０． ３ 〇大学の教員が２０２５年５月１０日、酒気を帯びた状態で自家用車を運転したとして停職５カ月の懲戒処分。 

１０ ．７ 〇大学の元職員が２０２４年１１月～２０２５年７月、大学構内のロッカーから女性用ハーフパンツを抜き取り、

体液を付けて汚したとして器物損壊の疑いで逮捕。ネット掲示板にわいせつな画像が掲載されているとして、

大学などから警視庁に相談が寄せられていた。 

１０． ７ 〇大学の学生が通行人につきまとって歩き、しつこく悪質な客引き行為をしたとして県迷惑防止条例違反の

疑いで逮捕。 

１０．１０ 〇大学は、職員が２０２４年３月から２０２５年９月までの間に、本来の職務ではない学生サークル間の金銭の

調整を行う立場であるかのような振る舞いをして、虚偽の説明をし、複数の学生サークルなどの会計から金

銭を振り込ませるなどし、私的に競輪に使っていたと発表。現時点で判明している被害額は約７１４万円で、１

０日までに全額返金されている。 

１０．１２ 〇大学の学生が運転していた２人乗りのバイクがトンネル内で転倒し、同乗していた女性が死亡したとして過

失運転致傷の疑いで現行犯逮捕。現場のトンネルはカーブしていて、警察はバイクのスピードやハンドル操

作などに問題がなかったか詳しく調べる方針。今後容疑を過失運転致死に切り替えて捜査を進める。 

１０．１３ 〇大学の教授が運転していた車が交差点でバイクと衝突し、バイクを運転していた男性が肋骨を折るケガを

したとして過失運転致傷の疑いで現行犯逮捕。 

１０．２２ 〇大学の学生が中学校に侵入し、校舎２階の生徒らがいない教室の机に置かれていた手提げカバンに入っ

ていた生徒の財布から、現金２千円を盗んだとして建造物侵入と窃盗の疑いで逮捕。 

１０．２３ 〇大学の学生が６月３０日、自分が通う大学の女子トイレに侵入し、手に持ったスマートフォンを個室トイレの

上部から個室内に差し向け、女性の性的な姿を撮影したなどとして建造物侵入、性的姿態撮影処罰法違反・

未遂の疑いで再逮捕。学生は１０月１２日に、公共施設の女子トイレに侵入した疑いで逮捕されていて、その

後警察が押収したスマートフォンを解析したところ女性の性的な姿を撮影した動画が見つかるなどしたため、

再逮捕に至った。 

１０．２７ 自称大学生の男がホテルの風呂場脱衣所で、棚に置かれた衣類収納かごにスマートフォンを設置し、面識

のある女子大学生の脱衣中の姿を動画撮影したとして性的姿態等撮影の疑いで逮捕。 

１０．２９ 〇大学の教授が１０月５日～１５日の間、女性に対して複数回スマホのメッセージアプリを利用して面会を要

求したり、女性の勤務先で待ち伏せするなどしたとしてストーカー規制法違反の疑いで逮捕。 

１０．３１ 〇大学の学生が市営住宅の共用部分に正当な理由がないのに侵入し、飛び降り自殺をしようとしたとして邸

宅侵入の疑いで現行犯逮捕。学生は直前にバイクを無免許運転中、女性と接触して膝にすり傷などを負わ

せ、救護することなく立ち去っていた。学生が「無免許で事故を起こしたので死のうと思う」と１１０番したのを受

けて警察が現場に駆け付け、約５時間にわたって説得し、身柄を確保した。 
 

 
＜不正行為＞ 
 

１０．１５ 〇大学研究所で５年前に判明した研究資金の不正支出問題をめぐり、大学が元所長に２億円の損害賠償

を求めた裁判で和解が成立し、元所長が大学に解決金３３００万円を支払うことがわかった。大学は、研究

所で動物を飼育する檻の設置をめぐり５億円の不正支出があったと発表し、不正に関与していたとして当

時の所長を懲戒解雇としていた。これに対し、元所長は大学の処分は無効だとして大学を訴え、大学側は

退職金の返還と大学が返還した補助金のうち２億円の支払いなどを求めて元所長を訴えていた。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（７） 



 

 Tel:050-3533-8794,03-5283-0051 Fax:03-5283-0052 E-mail:info@janu-s.co.jp 

KDS 国大協サービス 
 

 
 
 
 

※ WEB 上の海外ニュースから海外の大学の動向をピックアップ 
 
 
 

＜米: 教育省の多くの事業の他省への移管 ＞   
アメリカではトランプ大統領がかねてより教育省の廃止を目指すとの方針を示し、人員削減等も進められてき

ましたが、11/18 にマクマホン教育⾧官は 4 つの省との間で教育省の多くの事業の移管が合意されたと発表しま
した。 

それによれば高等教育機関や初等中等教育機関対象の多数の支援プログラムが労働省に移管され、労働力開発
と教育の一体的推進が実現できるとしています。さらに、国際教育、外国語研究、フルブライト・プログラムな
どが国務省に、外国の医師資格認定が保健福祉省に、ネイティブ・アメリカンの教育が内務省に移管されます。
マクマホン⾧官は連邦の官僚的統制を排して州に教育を返す大胆な改革であり、教育省は各省と連携しつつプロ
グラムの改善やベスト・プラクティスの収集などで引き続き重要な役割を果たしていくとしています。 

これに対しては、立法府にしか行えない教育省の廃止に事実上つながるとの批判や懸念が出されています。ま
た、フルブライト・プログラムなどの存続に安堵する声もありますが、プログラムが存続しても実際に十分な予
算が計上されるかどうかが重要との指摘もあります。 
https://www.ed.gov/about/news/press-release/us-department-of-education-announces-six-new-agency-partnerships-break-federal-bureaucracy  
https://www.chronicle.com/blogs/the-trump-agenda/trump-administration-continues-efforts-to-dismantle-the-education-department  
https://www.insidehighered.com/news/government/student-aid-policy/2025/11/18/mcmahon-breaks-more-education-department  
https://thepienews.com/education-department-dismantling-sees-study-abroad-initiatives-transferred-to-state/  

 
 
＜韓国: 大学入学者選抜における校内暴力・いじめの履歴の評価 ＞  

 韓国では 2026 年から大学入学者選抜において受験者の過去の校内暴力・いじめの履歴の評価を行うことを各
大学に義務付けていますが、既に多くの大学が 2025 年の入学者選抜からこれを導入しており、その結果、韓国
のトップ 10 大学のうち 6 大学で 45 人が不合格とされたとのことです。不合格者はソウル国立大学で 2 人、慶北
大学では 22 人と多数に上っています。韓国の学校では生徒に対する懲戒のレベルを 1(書面での謝罪)から 9(退
学)の 9 段階としていますが、慶北大学ではこれらの段階に応じて 10-150 ポイントを差し引くとの厳密なルール
を設けて適用したとのことです。ソウル教育大学校などの 10 の国立教員養成大学では、来年から校内暴力等の
履歴があればそのレベルを問わず自動的に入学資格を喪失させるという無寛容方針を採るとしています。 
 こうした動向は、韓国でかつて単なる個人的な問題とされてきた校内暴力・いじめが、今日では重大な社会問
題と捉えられるようになったという文化的変化の反映と見られています。一方で、大学の役割を踏み越えるので
はないか、排除によりかえって不公平さを強めるのではないかと懸念する声も聞かれます。 
https://www.timeshighereducation.com/news/korea-school-bully-ban-turns-universities-moral-gatekeepers 
https://www.straitstimes.com/asia/east-asia/bullies-need-not-apply-south-korean-university-applicants-rejected-for-school-violence-records  

 
 
 

 
配信について 

 
本誌は、各国立大学・大学共同利用機関の国大協保険ご担当
者、国大協連絡登録先、ご登録いただいた方にメールで配信さ
せていただいております。（無料） 配信登録、解除は弊社ホー
ムページからお願いします。⇒  

情報提供のお願い 
 
各大学等でのリスクマネジメントに関する取組み、事故・事件
への対応のご経験、ご感想、ご要望等をお寄せください。 
⇒ info@janu-s.co.jp 
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    東京都千代田区神田神保町一丁目４１番地             

バックナンバー 
 
25.10月 大学のリスクと国大協保険 

～ ⑥受託物損壊補償特約 ～ 
25. 9月 大学のリスクと国大協保険 
      ～ ⑤総合賠償責任保険特約 ～ 

25. 8月 火災事故低減に向けた対策（３） 
25. 7月 高圧ガスの危険と安全対策 
25. 6月 大学のリスクと国大協保険 

～ ④賠償事故に対する保険適用の基本 
の考え方 ～ 

※弊社ホームページからダウンロードできます。 

海 外 ミ ニ 情 報 
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